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成人で発見されたCongenital Cystic Adenomatoid Malformationの1例

松田佳也, 八柳英治, 草島勝之, 藤井正範, 佐藤啓介



病理組織学的にcongenitalcysticadenomatoidmalfOrmation(CCAM）と診断された成人男性における多発肺雲胞の

ｌ例を経験したので報告する．症例は，２６歳，男性2005年４月の検診時に胸部Ｘ線写真で異常影を発見され近医を

受診．その後，経過観察されていたが改善がみられなかったため当院紹介となった呼吸器内科における精査にても

確定診断には至らなかったが，感染・破裂の可能性に加え本人の希望もあり，手術目的にて当科紹介となった．手術

は胸腔鏡補助下右下葉切除術を施行した病理診断にてＣＣＡＭ,StoCker分類のI型と診断された術後経過は良好で，

現在再発の兆候なく外来経過観察中である．ＣＣＡＭの成人発見例は稀であるが，感染・破裂の危険性に加え悪性腫傷

合併の報告もあることから外科的切除が第一選択と考える．成人における多発肺雲胞症例に対しては本疾患も念頭に

おき，治療方針を決める必要があると思われた．
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白要

症例

患者：２６歳，男‘性．

主訴：特になし．

既往歴・家族歴：特記事項なし

喫煙歴：なし

現病歴：1998年から2003年まで検診を受けており，

明らかな異常は指摘されていなかった．2004年に一度

だけ39℃台の発熱が数日間続き，近医受診するも胸部

Ｘ線撮影等の検査は行われず，投薬のみにて軽快した

（それ以降，発熱等の症状は全く出現しなかった)．

2005年４月の検診時に胸部Ｘ線撮影で異常影を発見さ

れ，近医を受診．右肺下葉に多発肺嚢胞状陰影が認め

られたが，自覚症状は無く経過観察となった2005年

12月の画像上，雲胞内に鏡面像が認められたため，精
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査加療目的で当院紹介となった．

現症：身長172ｃｍ，体重６０ｋｇ，体温36.1℃，四

肢・体幹には外見上，異常を認めず．聴診では心音・

呼吸音に異常を認めなかった

検査所見：血液生化学検査上，白血球数5410/ｍｍ３，

CRP０．０５ｍｇ/ｄＩと正常範囲内であり炎症所見は陰性

であった．心機能・呼吸機能には異常を認めなかった

また，腫傷マーカーもCEA，SCC，ＮＳＥＳⅨ，シフ

ラすべて正常範囲内であった

胸部単純Ｘ線写真：右中下肺野に鏡面像を伴う多

房性の結節影を認めた（Fig.１)．

胸部ｃＴ：右肺下葉に鏡面像を伴う多房性の嚢胞病

変を認めた（Fig.２)．

胸部ＭＲＩ：Ｔ１・Ｔ２強調像共に高信号を示しており，

粘張度の高い内溶液を含む多房‘性の嚢胞病変と考えら

れた（Fig.３)．

その他の検査結果および治療経過：気管支鏡検査で

は可視範囲内に異常は認めなかった．また肺分画症も

疑い大動脈造影を施行したが，右肺の病変に流入する
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